
平成30年度の取組案 （地域プラットフォームのイメージ）
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検討中

30年度は、29年度のセミナーの発展形として、各エリアのグループ銀行が主導し、
地元自治体、地元企業等との連携による「地域プラットフォーム」の形成を目指す。
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平成30年度の取組案 （地域プラットフォームの機能）

地域プラットフォームは、主に5つの機能を持つ。
地元自治体などから検討事案を出してもらい、その課題解決を目指す「官民対話」
（サウンディング）を軸にプログラムを構成していく予定。

検討中
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平成30年度の取組案 （プラットフォームのスケジュール）

プラットフォームのプログラムは、「セミナー」と「官民対話（サウンディング）」の2本立て
で構成。サウンディングは、参加自治体の協力を得て予め具体的な検討事案を募集し、
民間事業者は関心ある官民対話に参加し、討議する形式をイメージしている。

検討中


